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１. 除染等業務従事者等被ばく線量登録管理制度への参加状況及び登録状況 

除染等業務従事者等被ばく線量登録管理制度は平成２５年１１月１５日に発足し、公益財団法人放射線影響

協会放射線従事者中央登録センターが運営主体となり、除染等業務を実施する元請事業者の参加によって運

用を行っている。 

平成３０年４月３０日における制度参加事業者数は、定期（四半期）線量登録及び記録引渡しを行う事業者

が９５社、記録引渡しのみを行う事業者が３２２社である。定期（四半期）線量の登録件数は４５９,６５５

件、記録引渡し登録件数は２４６,７９３件である。 

本被ばく線量分布は、制度参加事業者によって登録された除染特別地域及び一部の汚染状況重点調査地域に

おける定期（四半期）線量データを基に作成した。 

２. 従事者の被ばく線量分布 

表－１に平成３０年５月１６日現在の定期（四半期）線量データを基に集計した、除染等業務従事者等の

平成２９年（暦年）における被ばく線量分布を示す。平成２９年は９割以上の従事者が、年間１mSv 以下の

被ばく線量であった。平成２９年の被ばく線量分布と平成２８年の被ばく線量分布を比較すると、合計人数

は約１１,０００人減、平均線量は０.２mSv 減、最大線量は０.２mSv 増であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表－２に除染等業務従事者等の平成２９年（暦年）における地域別被ばく線量分布を示す。地域別被ばく

線量分布は、除染特別地域内を「地域Ａ（北部）」、「地域Ｂ（中央部）」、「地域Ｃ（南部）」に分類し、除染特

別地域以外の市町村を「その他」として集計した。合計人数は「地域Ａ（北部）」が最も多く、「その他」を

除くと「地域Ｃ（南部）」が最も少なかった。平均線量が最も高い地域は「地域Ｂ（中央部）」であった。 

 表－２：平成２９年（暦年）の地域別被ばく線量分布

線量区分（mSv） 地域Ａ 地域Ｂ 地域Ｃ その他

１以下 １１,７５９ ９,２２７ ５,７８６ ４６９

１を超え５以下 １５７ １,５７４ １１９ ０

５を超え１０以下 ０ ３７ ０ ０

１０以上 ０ ０ ０ ０

合計人数（人） １１,９１６ １０,８３８ ５,９０５ ４６９

平均線量（mSv） ０.２ ０.５ ０.１ ０.０

地域Ａ：飯館村、川俣町、南相馬市、浪江町　地域Ｂ：葛尾村、田村市、双葉町、大熊町

地域Ｃ：川内村、富岡町、楢葉町          　その他：除染特別地域外の市町村

表－１：平成２９年（暦年）の被ばく線量分布

線量区分（mSv） 人数（人） 割合

１以下 ２３,０２９ （９２.０％） ３１,６００ （８７.６％）

１を超え５以下 １,９５８ （７.８％） ４,４２２ （１２.３％）

５を超え１０以下 ３８ （０.２％） ２４ （０.１％）

１０以上 ０ （０.０％） ０ （０.０％）

合計人数（人）

平均線量（mSv）

最大線量（mSv）

参考（平成２８年）

２５,０２５

０.３

８.０

３６,０４６

０.５

７.８


